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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第３四半期連結
累計期間

第33期
第３四半期連結
累計期間

第32期
第３四半期連結
会計期間

第33期
第３四半期連結
会計期間

第32期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（百万円） 12,736 13,993 4,571 4,669 17,395

経常利益（百万円） 1,252 1,540 507 478 1,761

四半期（当期）純利益（百万円） 666 892 244 309 981

純資産額（百万円） － － 17,860 18,147 17,925

総資産額（百万円） － － 21,529 21,768 21,405

１株当たり純資産額（円） － － 1,008.221,026.781,016.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
40.27 53.94 14.77 18.68 59.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 53.92 － 18.67 －

自己資本比率（％） － － 77.5 78.1 78.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,484 1,079 － － 1,818

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,179 △1,316 － － △1,212

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△339 △549 － － △379

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 6,169 5,422 6,343

従業員数（人） － － 1,218 1,164 1,127

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第32期及び第32期第３四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 1,164(89)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載してお

ります。

（２）提出会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人）  268(21)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しており、前年同四半期比については、前年同四半期を新セグメント区分に組み替えて算出しておりま

す。　

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）　

 センシング事業  　

 防犯関連（百万円） 1,760 △6.6

 自動ドア関連（百万円） 851 24.9

 その他（百万円） 154 25.4

 計（百万円） 2,766 2.8

 ＦＡ事業（百万円） 1,025 △29.4

　 生産受託事業（百万円） 237 5.9

その他（百万円） 297 7.0

合計（百万円） 4,326 △6.8

　（注）上記金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

　    

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）　

 センシング事業  　

 防犯関連（百万円） 53 △34.0

 自動ドア関連（百万円） 2 △64.1

 その他（百万円） 33 21.6

 計（百万円） 89 △22.8

その他（百万円） 0 383.4

合計（百万円） 89 △22.8

　（注）上記金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
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(3）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）　

 センシング事業 　 　

 防犯関連（百万円） － －

 自動ドア関連（百万円） － －

 その他（百万円） － －

 計（百万円） － －

ＦＡ事業（百万円） － －

生産受託事業（百万円） 174 85.2

その他（百万円） 70 51.6

合計（百万円） 245 74.1

　（注）１．上記金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループ（当社及び連結子会社）では、生産受託事業及びその他の事業を除き見込み生産を行っている

ため、該当事項はありません。

　

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

 センシング事業  　

 防犯関連（百万円） 1,972 4.7

 自動ドア関連（百万円） 820 14.9

 その他（百万円） 213 51.0

 計（百万円） 3,006 9.7

ＦＡ事業（百万円） 1,149 △15.3

生産受託事業（百万円） 223 0.4

その他（百万円） 291 14.6

合計（百万円） 4,669 2.1

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び総販売実

績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

ＳＩＣＫ　ＡＧ 876 19.2 691 14.8

３．上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況 

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、米国経済の減速や、ヨーロッパの財政問題の長期化などによ

り、先行き不透明な状況で推移いたしました。

日本経済は、東日本大震災の混乱から回復傾向にあるものの、急速な円高や海外景気の下振れ懸念等により、特

に輸出関連企業の業績が伸び悩み厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは「生産性倍増」を経営方針に掲げ、経費抑制を軸とする効率化を徹底す

るとともに、新市場の開拓や、新製品の拡販等による既存市場の活性化に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、46億69百万円と前年同期に比べ2.1％の増収となりました。

利益面につきましては、営業利益は５億６百万円（前年同期比3.8％増）、為替差損等の営業外費用が前年同期

に比べ増加したこともあり、経常利益は４億78百万円（前年同期比5.8％減）となりました。また、四半期純利益

につきましては、税金費用が前年同期に比べ減少したこともあり、３億９百万円（前年同期比26.5％増）となり

ました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

当社グループは、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分の変更を行っております。セグメント情報の開示

における事業区分に関連する事項については、「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント

情報等）に記載のとおりであります。

なお、前年同期比較にあたっては、前年同四半期連結会計期間分を変更後のセグメントに組み替えて行っており

ます。

① センシング事業

当社グループの主力事業であるセンシング事業は、売上高30億６百万円（前年同期比9.7％増）、営業利益３

億65百万円（前年同期比55.9％増）となりました。

防犯関連につきましては、急速な円高の影響を受けながらも世界市場でも高いシェアを有する屋外警戒用の

防犯センサが、主力のヨーロッパ市場を中心に堅調に推移したことや、光ファイバー侵入検知システムが、北米

及びアジア市場において堅調に推移したこと等により、売上高19億72百万円（前年同期比4.7％増）となりまし

た。

自動ドア関連につきましては、主力の国内市場において、自動ドアの設置台数が堅調に推移したことに伴い、

自動ドア用センサの販売が好調に推移したことや、海外においても欧米の自動ドア用センサ市場において着実

にシェアを伸張したことにより、売上高８億20百万円（前年同期比14.9％増）となりました。

② ＦＡ事業

ＦＡ事業は、主要市場であるヨーロッパにおいて、財政・金融不安を背景とした景気の下振れ懸念の影響もあ

り、汎用機器を中心に需要が減少いたしました。その結果、売上高11億49百万円（前年同期比15.3％減）、営業利

益１億２百万円（前年同期比46.7％減）となりました。

③ 生産受託事業

中国における生産受託事業は、円高の影響を受けたものの、受託製品数量が増加し、その結果、売上高は

２億23百万円（前年同期比0.4％増）、営業利益54百万円（前年同期比21.1％減）となりました。

なお、生産受託事業の営業利益については、セグメント間の内部売上の影響を多分に受けるため、当該内部売

上が減少したことにより、営業利益は前年同期に比べ減少幅が大きくなっております。
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＜参考＞　

　・海外売上高　

当第３四半期連結会計期間　（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 511 1,645 687 191 3,037

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 4,669

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
11.0 35.2 14.7 4.1 65.0

（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国、カナダ

(2）ヨーロッパ　…　ドイツ、イギリス、フランス、オランダ、ポーランド、ロシア、イタリア

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国

(4）その他　………　オセアニア、アフリカ、南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、セグメント間の内部

売上高を除く）であります。　

　

当第３四半期連結累計期間　（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,371 5,131 1,901 627 9,032

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 13,993

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
9.8 36.7 13.6 4.5 64.5

（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国、カナダ

(2）ヨーロッパ　…　ドイツ、イギリス、フランス、オランダ、ポーランド、ロシア、イタリア

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国

(4）その他　………　オセアニア、アフリカ、南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、セグメント間の内部

売上高を除く）であります。　

　

（２）キャッシュ・フローの状況

（百万円）

　 当第３四半期連結会計期間

営業活動によるキャッシュ・フロー 451

投資活動によるキャッシュ・フロー △622

財務活動によるキャッシュ・フロー △248

現金及び現金同等物に係る換算差額 △190

現金及び現金同等物の増減額 △610

 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計期

間末と比較して６億10百万円減少し54億22百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は４億51百万円（前年同期は３億87百万円の獲得）となりました。これは主に

たな卸資産の増加（１億30百万円）による資金の減少があったものの、売上債権の減少（２億32百万円）及び

税金等調整前四半期純利益を４億58百万円確保したことにより資金増加となったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は６億22百万円（前年同期は４億33百万円の使用）となりました。これは主に

資金運用に伴う有価証券並びに投資有価証券の取得・売却（差引支出５億14百万円）及び有形固定資産の取

得による支出（86百万円）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億48百万円（前年同期は２億17百万円の使用）となりました。これは主に

配当金の支払（２億25百万円）によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

世界経済や為替動向は先行き不透明な状態が続いており、当社グループを取り巻く事業環境は厳しい状況にあ

ります。このような環境下、今後ますます市場の拡大が期待できるロシア連邦において、防犯関連事業の一層の拡

大と強化を図るため、モスクワに当社100%出資の連結子会社を設立することといたしました。

今後も相対的に高い成長が見込まれる新興国市場攻略のため、現地特有のニーズを素早く掌握し、「安全・安

心・快適」を核とした競争力のある製品を積極的に展開することにより、更なる事業の拡大を目指してまいりま

す。

　

（４）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４億13百万円であります。なお、当

第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

 　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(２）設備の新設、除却等の計画

 　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,984,596 16,984,596
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 16,984,596 16,984,596 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 16,984,596 － 2,798 － 3,649

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式） 

普通株式 　　 424,300

（相互保有株式）

普通株式  　　 28,600

－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式   16,388,400 163,884 同上

単元未満株式 普通株式  　  143,296 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 16,984,596 － －

総株主の議決権 － 163,884 －

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

オプテックス株式会社 

滋賀県大津市におの浜四丁

目７番５号
424,300 － 424,300 2.50

（相互保有株式）

オフロム株式会社 
福井県福井市三留町72-10 28,600 － 28,600 0.17

計 － 452,900 － 452,900 2.67

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,254 1,255 1,220 1,197 1,162 1,085 1,064 1,002 1,034

最低（円） 1,114 1,139 906 1,013 1,010 973 989 913 875

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,094 6,343

受取手形及び売掛金 3,657 3,717

有価証券 1,846 1,182

商品及び製品 1,726 1,579

仕掛品 90 59

原材料及び貯蔵品 962 830

繰延税金資産 468 399

その他 884 462

貸倒引当金 △25 △29

流動資産合計 14,706 14,545

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,210

※
 1,264

機械装置及び運搬具（純額） ※
 189

※
 198

工具、器具及び備品（純額） ※
 285

※
 264

土地 1,203 1,203

建設仮勘定 17 5

有形固定資産合計 2,906 2,936

無形固定資産

のれん 113 175

その他 433 465

無形固定資産合計 547 641

投資その他の資産

投資有価証券 2,531 2,159

繰延税金資産 777 779

その他 347 389

貸倒引当金 △48 △46

投資その他の資産合計 3,608 3,281

固定資産合計 7,062 6,859

資産合計 21,768 21,405
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 942 798

短期借入金 164 203

未払法人税等 372 456

繰延税金負債 4 9

賞与引当金 205 75

役員賞与引当金 10 －

その他 601 685

流動負債合計 2,302 2,228

固定負債

繰延税金負債 69 77

再評価に係る繰延税金負債 6 6

退職給付引当金 779 734

役員退職慰労引当金 447 416

その他 16 17

固定負債合計 1,319 1,252

負債合計 3,621 3,480

純資産の部

株主資本

資本金 2,798 2,798

資本剰余金 3,653 3,653

利益剰余金 12,714 12,318

自己株式 △538 △537

株主資本合計 18,628 18,232

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △60 △37

土地再評価差額金 10 10

為替換算調整勘定 △1,582 △1,379

評価・換算差額等合計 △1,633 △1,406

新株予約権 3 4

少数株主持分 1,148 1,094

純資産合計 18,147 17,925

負債純資産合計 21,768 21,405
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 12,736 13,993

売上原価 6,179 6,740

売上総利益 6,557 7,252

販売費及び一般管理費 ※1
 5,312

※
 5,814

営業利益 1,244 1,438

営業外収益

受取利息 67 56

持分法による投資利益 14 19

受取賃貸料 11 14

保険返戻金 － 57

その他 48 49

営業外収益合計 141 197

営業外費用

支払利息 2 2

為替差損 85 64

賃貸費用 14 14

投資事業組合運用損 27 8

その他 4 5

営業外費用合計 133 94

経常利益 1,252 1,540

特別利益

固定資産売却益 2 4

持分変動利益 － 0

投資有価証券売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 3 4

特別損失

固定資産除却損 9 4

投資有価証券評価損 1 18

投資有価証券償還損 10 －

減損損失 ※2
 26 －

特別損失合計 48 23

税金等調整前四半期純利益 1,208 1,521

法人税、住民税及び事業税 444 604

法人税等調整額 △0 △71

法人税等合計 443 533

少数株主損益調整前四半期純利益 － 987

少数株主利益 97 94

四半期純利益 666 892
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 4,571 4,669

売上原価 2,294 2,238

売上総利益 2,277 2,431

販売費及び一般管理費 ※
 1,789

※
 1,924

営業利益 487 506

営業外収益

受取利息 23 22

持分法による投資利益 11 4

受取賃貸料 3 4

その他 6 16

営業外収益合計 44 48

営業外費用

支払利息 0 0

為替差損 15 68

賃貸費用 2 5

投資事業組合運用損 6 1

その他 △0 1

営業外費用合計 24 76

経常利益 507 478

特別利益

貸倒引当金戻入額 △2 0

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 △1 1

特別損失

固定資産除却損 7 2

投資有価証券評価損 0 18

投資有価証券償還損 10 －

特別損失合計 18 21

税金等調整前四半期純利益 486 458

法人税、住民税及び事業税 205 171

法人税等調整額 △11 △49

法人税等合計 193 121

少数株主損益調整前四半期純利益 － 336

少数株主利益 48 27

四半期純利益 244 309
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,208 1,521

減価償却費 354 329

のれん償却額 32 32

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 44

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 30 31

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 137 130

受取利息及び受取配当金 △80 △72

支払利息 2 2

為替差損益（△は益） 10 △0

持分法による投資損益（△は益） △14 △19

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 0 18

投資有価証券償還損益（△は益） 10 －

固定資産除売却損益（△は益） 6 0

減損損失 26 －

売上債権の増減額（△は増加） △263 △54

たな卸資産の増減額（△は増加） △689 △387

仕入債務の増減額（△は減少） 324 261

その他 174 △150

小計 1,300 1,685

利息及び配当金の受取額 78 77

利息の支払額 △2 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 107 △683

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,484 1,079

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,845 △1,528

有価証券の売却及び償還による収入 1,928 1,397

投資有価証券の取得による支出 △860 △937

投資有価証券の売却による収入 170 21

有形固定資産の取得による支出 △159 △247

有形固定資産の売却による収入 5 8

無形固定資産の取得による支出 △16 △47

事業譲受による支出 △396 －

貸付けによる支出 △15 △18

貸付金の回収による収入 10 10

その他 － 25

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,179 △1,316
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 168 △28

長期借入金の返済による支出 △6 －

少数株主からの払込みによる収入 － 4

配当金の支払額 △473 △474

少数株主への配当金の支払額 △28 △51

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △339 △549

現金及び現金同等物に係る換算差額 △243 △133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △278 △920

現金及び現金同等物の期首残高 6,447 6,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,169

※
 5,422
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適

用しております。

　なお、これによる損益への影響はありません。　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日  内閣府令５号）の適用により、当

第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日  内閣府令５号）の適用により、当

第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法   当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によっており

ます。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

  当第３四半期連結累計期間における法人税等の算定に関しては、加味する

加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。

  また、一部の重要性の乏しい連結子会社については、上記に替えて、税引前

四半期純利益に前連結会計年度末の損益計算書における税効果会計適用後の

法人税等の負担率を乗じて算定しております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等、且つ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　　 該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、5,633百万円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、5,590百万円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与 1,804百万円

賞与引当金繰入額 133

退職給付費用 68

役員賞与引当金繰入額　 10

役員退職慰労引当金繰入額 30

研究開発費　 1,099

※２　減損損失

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ

は、以下の資産について減損損失を計上いたしました。

①　減損損失を認識した資産

用途　　　　 種類 場所
減損損失

(百万円)　

事業用資産　 ソフトウェア － 　　　26　

②　減損損失の認識に至った経緯

　取得時に検討した事業計画において、当初想定し

ていた収益を見込めなくなったことから減損損失

を認識しております。　

③　回収可能性の算定方法

　回収可能性の算定方法は正味売却価額により算

定しております。

　

役員報酬及び従業員給与 2,085百万円

賞与引当金繰入額 103

退職給付費用 79

役員賞与引当金繰入額　 10

役員退職慰労引当金繰入額 31

研究開発費　 1,162

─────

　

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与 549百万円

賞与引当金繰入額 84

退職給付費用 23

役員賞与引当金繰入額　 6

役員退職慰労引当金繰入額 8

研究開発費　 377

　

役員報酬及び従業員給与 723百万円

賞与引当金繰入額 66

退職給付費用 26

役員賞与引当金繰入額　 2

役員退職慰労引当金繰入額 9

研究開発費　 413
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

（百万円）

現金及び預金勘定 5,732

有価証券勘定に含まれる現金同等物 436

現金及び現金同等物 6,169

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

（百万円）

現金及び預金勘定 5,094

有価証券勘定に含まれる現金同等物 327

現金及び現金同等物 5,422

　

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　16,984,596株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　 433,022株

３．新株予約権等に関する事項 

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　３百万円（親会社　－百万円、連結子会社　３百万円）

　

４．配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月26日

定時株主総会
普通株式  248 15 平成22年12月31日平成23年３月28日利益剰余金

平成23年８月３日

取締役会
普通株式 248 15 平成23年６月30日 平成23年９月５日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　当グループにおける電子機器関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高及び営業利益の

合計額に占める割合がそれぞれ90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

　当グループにおける電子機器関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高及び営業利益の

合計額に占める割合がそれぞれ90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間　（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
ヨーロッパ
（百万円）

アジア
（百万円）

計　　　（百万
円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
3,108 464 595 402 4,571 － 4,571

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
854 － △0 929 1,783 △1,783 －

計 3,963 464 595 1,331 6,355 △1,783 4,571

営業利益又は営業損失（△） 390 △1 19 93 503 △15 487

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国

(2）ヨーロッパ　…　イギリス、フランス、ポーランド、オランダ

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国

 

前第３四半期連結累計期間　（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
ヨーロッパ
（百万円）

アジア
（百万円）

計　　　（百万
円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
8,611 1,245 1,900 978 12,736 － 12,736

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
2,235 － 4 2,416 4,656 △4,656 －

計 10,8461,245 1,904 3,39517,392 △4,65612,736

営業利益 1,008 7 74 196 1,286 △41 1,244

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国

(2）ヨーロッパ　…　イギリス、フランス、ポーランド、オランダ

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間　（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 367 1,737 680 212 2,997

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 4,571

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
8.0 38.0 14.9 4.6 65.6

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国、カナダ

(2）ヨーロッパ　…　ドイツ、イギリス、フランス、オランダ、ポーランド、ロシア、イタリア

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国

(4）その他　………　オセアニア、アフリカ、南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、セグメント間の内部

売上高を除く）であります。

 

前第３四半期連結累計期間　（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,056 4,895 1,660 636 8,249

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 12,736

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
8.3 38.4 13.0 5.0 64.8

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　…………　米国、カナダ

(2）ヨーロッパ　…　ドイツ、イギリス、フランス、オランダ、ポーランド、ロシア、イタリア

(3）アジア　………　中国、香港、台湾、韓国

(4）その他　………　オセアニア、アフリカ、南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、セグメント間の内部

売上高を除く）であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、製品及びサービスの種類別に事業を展開しており、「センシング事業」、「ＦＡ事業」及

び「生産受託事業」の３つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントの主な製品群及びサービスは次のとおりであります。　

セグメントの名称 主な製品群及びサービス

センシング事業 防犯関連、自動ドア関連、計測関連、交通関連　

ＦＡ事業 ファクトリーオートメーション関連

生産受託事業 電子機器受託生産サービス

　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

センシング
事業

ＦＡ事業
生産受託
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 8,966 3,544 459 12,9691,02313,993 － 13,993
セグメント間の内部
売上高又は振替高

17 － 2,154 2,172 34 2,207△2,207 －

計 8,984 3,544 2,61415,1421,05816,200△2,207 13,993

セグメント利益 867 408 69 1,344 81 1,426 11 1,438

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、客数情報システム・電子部品の開発及び販

売、スポーツクラブの運営等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額11百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

センシング
事業

ＦＡ事業
生産受託
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 3,006 1,149 223 4,378 291 4,669 － 4,669
セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 － 772 779 14 794 △794 －

計 3,012 1,149 995 5,157 306 5,463△794 4,669

セグメント利益又は

損失（△）　
365 102 54 521 △22 498 8 506

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、客数情報システム・電子部品の開発及び販

売、スポーツクラブの運営等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額８百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）　

　（固定資産に係る重要な減損損失）　

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

　前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため記載を省略しております。  

　

（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

　前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため記載を省略しております。

  　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため記載を省略しております。

  

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。　

　

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）　

　前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため、記載を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）　

　前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため、記載を省略しております。　　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）　

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 1,026.78円 １株当たり純資産額 1,016.57円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）　

１株当たり四半期純利益金額 40.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 53.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
53.92円

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）　

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（百万円） 666 892

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 666 892

　期中平均株式数（千株） 16,552 16,551

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益調整額（百万円）　 － △0

　（うち少数株主利益） (－) (△0)

　普通株式増加数（千株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

 －  －
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）　

１株当たり四半期純利益金額 14.77円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 18.68円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
18.67円

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）　

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（百万円） 244 309

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 244 309

　期中平均株式数（千株） 16,552 16,551

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益調整額（百万円）　 － △0

　（うち少数株主利益） (－) (△0)

　普通株式増加数（千株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

 －  －

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

　前連結会計年度末と比べて著しい変動がないため記載を省略しております。　

２【その他】

　平成23年８月３日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………248百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年９月５日

　（注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月８日

オプテックス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石田　　昭　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関口　浩一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオプテックス株式会

社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オプテックス株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

オプテックス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石田　　昭　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関口　浩一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオプテックス株式会

社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オプテックス株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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